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事業 

種目 
事 業 名 事 業 区 間 総事業費 

内用地 

補償費 

着手予定 

年度 

完了予定 

年度 

港湾事業 
姫路港（網干沖地区） 

整備事業 

姫路市網干区 

網干浜 
30 億 （2.7 億） 

令和７ 

(2025)年度 

令和 12 

(2030)年度 

事 業 目 的 事 業 内 容 

 

国際拠点港湾である姫路港は、多くの製造業が立地し、

播磨地域の物流拠点として大きな役割を果たしている。網

干沖地区では、埋立竣功が近づいており、竣功後の工業用

地としての基盤整備を図るとともに、臨港道路の整備によ

り背後幹線道路とのアクセスを確保することで交通体系の

強化を図る。 

 

臨港道路 網干沖南１号線 延長 940m 

臨港道路 網干沖南２号線 延長 500m 

（国 50％、県 50％） 

区画道路 延長 925m 

（県 100％） 

評価視点 評価結果の説明 

(1)必要性 

 
＜埋立地へのアクセス道路整備＞ 

①新たに竣功する工業用地（埋立地）と背後幹線道路とをつなぐアクセス道路整備の

必要がある。 

②将来的な工業用地の稼働を見据え、交通体系の強化を図る必要がある。 
 
＜埋立地の区画道路整備＞ 

①工業用地（埋立地）内の区画道路整備を行い、工場等の立地環境整備を整えること

で、臨海部の産業活性化を進める必要がある。 

(2)有効性・効率性 

  
 

(執行環境状況) 

①費用便益比 Ｂ／Ｃ＝3.3 

②姫路市が実施した調査（R2）では、姫路市域で131件、約212haの工場・物流施設の

立地需要がある。近隣の民間企業から沿岸地域への工業用地取得を見据えた問合せも

多く、事業完了後の進出が見込まれる。 

③隣接する広畑地区の公共岸壁や臨港道路網干沖線等のインフラ整備が進んでいる。

網干沖地区と広畑地区のアクセスの向上により、物流の効率化が進むと企業立地に更

なる魅力が加わる地域として期待されている。 

(3)環境適合性 

 臨港道路の整備は、既設の護岸敷地を活用することで、建設副産物や水質汚濁の

発生を最小限とすることから、環境に与える負荷が小さい。 

(4)優先性 

 
網干沖処分地北ポンド（工業用地予定地）は、浚渫土砂の受入れは完了してい

る。現在は、陸上残土の受入を行っており、令和７年度末には受入を終了する

見込みである。埋立竣功後には、工業用地として供用するため、そのアクセス

道路の整備が早急に必要である。 

【事後評価】 

対象・対象外 
 

道路整備の進捗及び工業用地の活用状況 
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姫路市

太子町

姫路駅

国道250号

播但連絡
自動車道

姫路
JCT

（網干沖地区）

（須加地区）

（中島地区）

（妻鹿地区）

（妻鹿日田地区）
（白浜地区）

（飾磨地区）

（入船地区）

（網干地区） （広畑地区）

（吉美地区）

（苅屋地区）

（福泊地区）

（浜田地区）

姫路港〔網干沖地区〕整備事業 〔新規〕

事業区間：姫路市網干区網干浜
総事業費：30億円
内補償費：2.7億
事業期間：R7～R１2
事業概要：臨港道路網干沖南1号線 延長940m

臨港道路網干沖南2号線 延長500m
（国50%、県50%）

区画道路 延長925m
（県100%）

費用便益比B/C ： 3.3

事業概要

目 的

姫路港は、多くの製造業が立地し、播磨地
域の物流拠点として大きな役割を果している。
網干沖地区では、埋立竣功が近づいており、
竣工後の工業用地としての基盤整備を図る
とともに、臨港道路の整備により背後幹線道
路とのアクセスを確保することで交通体系の
強化を図る。

工程表

位置図

事業箇所

臨港道路 L=1.4km
区画道路 L=0.9km

（網干沖南2号線）L=500m
横断図

（網干沖南1号線）L=940m

出典：国土地理院
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R7 R8 R9 R10 R11 R12

臨港道路工事

区画道路工事

年度
工種

(臨)網干沖線

-14m岸壁

（地盤改良）

（地盤改良）

姫路港広畑地区
国際物流ﾀｰﾐﾅﾙ整備事業

（―）広畑青山線

播磨臨海地域道路※

姫路西ランプ

（姫路港）

※R5.10に公表された都市計画素案
であり確定したものではない



①埋立地へのアクセス道路整備
・・・埋立地の背後幹線道路とのｱｸｾｽを確保し交通体系の強化を図る必要がある。

②埋立地の区画道路整備
・・・工業用地に必要な区画道路等の基盤整備を行い、臨海部の産業活性化を進める必要がある。

①姫路港網干沖地区の全景

現況写真

必要性が分かる
写真①

③南2号線（現況）

事業の必要性・優先性

古池港
赤穂港

坂越港
相生港

姫路港

東播磨港

赤穂市
相生市

たつの市
姫路市

高砂市

加古川市

明石市

平 面 図

明石港

出典：国土地理院

網干地区の港湾計画

②南1号線（現況）（当該事業）
網干沖地区

網干沖南1号線
Ｌ＝940ｍ

網干沖南2号線
L-500m

未着工今回

区画道路 L=925m

※大型車両が離合不可
(幅員6.5m)
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北ポンド

南ポンド



事業の有効性・効率性

（１）費用対効果

①便益（B）の項目

②費用便益費（B/C）算出根拠

評価の視点 効果項目（費用対効果の便益内容）

輸送ｺｽﾄ減少 工業用地の製品出荷効率が上がることによる便益

新たな資産の創出 工業用地として稼働することによる便益

事
業

事
業
名

Ｂ(便益) Ｃ(費用)

Ｂ／Ｃ
便益額

(百万円) 代表的な効果

総費用 事業費 維持管理費

(百万円) (百万円) (百万円)

港
湾

姫
路
港
網
干
沖
地
区
整
備
事
業

輸送ｺｽﾄ減少 3,188 道路の新設

3,283 2,681 602 3.3新たな資産の創出 7,546
工場としての
稼働

計 10,733
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（２）費用対効果に含まれない効果

（３）地域からの要望状況等

評価の視点 効果項目 該当する事業内容等

地域社会における
環境の改善

産業の活性化 ○
工業用地への企業立地に伴い地域
の雇用が創出される

港湾利用の活性化 ○
網干沖地区の整備により、工業利用
のための資材運搬等で周辺岸壁等
の利用が促進

要望状況等
民間企業から臨海部の工業用地取得先としての問合せ要望がある。

地元市からも企業誘致のためにも早期の完成要望がある。
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